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○
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
一
条
の
四

法
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は

（
新
設
）

、
視
覚
障
害
に
よ
り
、
移
動
に
著
し
い
困
難
を
有
す
る
障
害
者
等
（
法
第
二
条

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
き
、
外

出
時
に
お
い
て
、
当
該
障
害
者
等
に
同
行
し
て
行
う
移
動
の
援
護
、
排
せ
つ
及

び
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
当
該
障
害
者
等
の
外
出
時
に
必
要
な
援
助
と
す
る

。（
法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
二
条

法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
知

第
二
条

法
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
知

的
障
害
又
は
精
神
障
害
に
よ
り
行
動
上
著
し
い
困
難
を
有
す
る
障
害
者
等
で
あ

的
障
害
又
は
精
神
障
害
に
よ
り
行
動
上
著
し
い
困
難
を
有
す
る
障
害
者
等
（
法

っ
て
常
時
介
護
を
要
す
る
も
の
に
つ
き
、
当
該
障
害
者
等
が
行
動
す
る
際
に
生

第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ

じ
得
る
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
援
護
、
外
出
時
に
お
け
る
移
動
中
の

っ
て
常
時
介
護
を
要
す
る
も
の
に
つ
き
、
当
該
障
害
者
等
が
行
動
す
る
際
に
生

介
護
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
当
該
障
害
者
等
が
行
動
す
る
際

じ
得
る
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
援
護
、
外
出
時
に
お
け
る
移
動
中
の

に
必
要
な
援
助
と
す
る
。

介
護
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
当
該
障
害
者
等
が
行
動
す
る
際

に
必
要
な
援
助
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
）

（
法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
）

第
二
条
の
二

法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者

第
二
条
の
二

法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者

は
、
次
条
に
規
定
す
る
施
設
に
お
い
て
、
機
能
訓
練
、
療
養
上
の
管
理
、
看
護

は
、
次
条
に
規
定
す
る
施
設
に
お
い
て
、
機
能
訓
練
、
療
養
上
の
管
理
、
看
護

及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
そ
の
他
必
要
な
医
療
並
び
に
日
常
生
活

及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
そ
の
他
必
要
な
医
療
並
び
に
日
常
生
活

上
の
世
話
を
要
す
る
障
害
者
で
あ
っ
て
、
常
時
介
護
を
要
す
る
も
の
と
す
る
。

上
の
世
話
を
要
す
る
障
害
者
で
あ
っ
て
、
常
時
介
護
を
要
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

（
法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
二
条
の
三

法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は

第
二
条
の
三

法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は

、
病
院
と
す
る
。

、
病
院
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
）

（
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
）

第
二
条
の
四

法
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者

第
二
条
の
四

法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者

は
、
次
条
に
規
定
す
る
施
設
に
お
い
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護

は
、
次
条
に
規
定
す
る
施
設
に
お
い
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護

、
創
作
的
活
動
及
び
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
支
援
を
要
す
る
障
害

、
創
作
的
活
動
及
び
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
支
援
を
要
す
る
障
害

者
で
あ
っ
て
、
常
時
介
護
を
要
す
る
も
の
と
す
る
。

者
で
あ
っ
て
、
常
時
介
護
を
要
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

（
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
二
条
の
五

法
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は

第
二
条
の
五

法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は

、
障
害
者
支
援
施
設
そ
の
他
の
次
条
に
定
め
る
便
宜
を
適
切
に
供
与
す
る
こ
と

、
障
害
者
支
援
施
設
そ
の
他
の
次
条
に
定
め
る
便
宜
を
適
切
に
供
与
す
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
と
す
る
。

が
で
き
る
施
設
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
二
条
の
六

法
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は

第
二
条
の
六

法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は

、
入
浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護
、
調
理
、
洗
濯
及
び
掃
除
等
の
家
事
、

、
入
浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護
、
調
理
、
洗
濯
及
び
掃
除
等
の
家
事
、

生
活
等
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
日
常
生
活
上
の
支
援
並
び

生
活
等
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
日
常
生
活
上
の
支
援
並
び

に
創
作
的
活
動
及
び
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
身
体
機
能
又
は
生
活

に
創
作
的
活
動
及
び
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
身
体
機
能
又
は
生
活

能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
支
援
と
す
る
。

能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
支
援
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

（
法
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
三
条

法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
児

第
三
条

法
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
児

童
福
祉
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
知
的
障
害
児
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の

童
福
祉
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
知
的
障
害
児
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の

三
に
規
定
す
る
肢
体
不
自
由
児
施
設
そ
の
他
の
次
条
に
定
め
る
便
宜
を
適
切
に

三
に
規
定
す
る
肢
体
不
自
由
児
施
設
そ
の
他
の
次
条
に
定
め
る
便
宜
を
適
切
に
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行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
す
る
。

行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
四
条

法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
日

第
四
条

法
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
日

常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
動
作
の
指
導
及
び
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
の
実

常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
動
作
の
指
導
及
び
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
の
実

施
と
す
る
。

施
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

（
法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
五
条

法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
障

第
五
条

法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
障

害
者
支
援
施
設
、
児
童
福
祉
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
そ

害
者
支
援
施
設
、
児
童
福
祉
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
そ

の
他
の
次
条
に
定
め
る
便
宜
の
供
与
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
す

の
他
の
次
条
に
定
め
る
便
宜
の
供
与
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
す

る
。

る
。

（
法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条

法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
入

第
六
条

法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
入

浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
と
す
る
。

浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
等
）

（
法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
等
）

第
六
条
の
二

法
第
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者

第
六
条
の
二

法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者

等
は
、
常
時
介
護
を
要
す
る
障
害
者
等
で
あ
っ
て
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に

等
は
、
常
時
介
護
を
要
す
る
障
害
者
等
で
あ
っ
て
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に

著
し
い
支
障
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
四
肢
の
麻
痺
及
び
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ

著
し
い
支
障
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
四
肢
の
麻
痺
及
び
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ

る
も
の
並
び
に
知
的
障
害
又
は
精
神
障
害
に
よ
り
行
動
上
著
し
い
困
難
を
有
す

る
も
の
並
び
に
知
的
障
害
又
は
精
神
障
害
に
よ
り
行
動
上
著
し
い
困
難
を
有
す

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

（
法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
）

ス
）

第
六
条
の
三

法
第
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福

第
六
条
の
三

法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
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祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
、
行
動
援
護
、
生

祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
行
動
援
護
、
生
活
介
護
、
児

活
介
護
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
、
共
同
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
、
共
同
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支

就
労
移
行
支
援
及
び
就
労
継
続
支
援
と
す
る
。

援
及
び
就
労
継
続
支
援
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
四

法
第
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜

第
六
条
の
四

法
第
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は

は
、
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居
に
入
居
し
て
い
る
障
害
者
に
つ
き
、
入
浴
、

、
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居
に
入
居
し
て
い
る
障
害
者
に
つ
き
、
入
浴
、
排

排
せ
つ
又
は
食
事
等
の
介
護
、
調
理
、
洗
濯
又
は
掃
除
等
の
家
事
、
生
活
等
に

せ
つ
又
は
食
事
等
の
介
護
、
調
理
、
洗
濯
又
は
掃
除
等
の
家
事
、
生
活
等
に
関

関
す
る
相
談
又
は
助
言
、
就
労
先
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
絡
そ
の
他
の
必
要

す
る
相
談
又
は
助
言
、
就
労
先
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
絡
そ
の
他
の
必
要
な

な
日
常
生
活
上
の
支
援
と
す
る
。

日
常
生
活
上
の
支
援
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
五

法
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜

第
六
条
の
五

法
第
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜

は
、
次
に
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
障
害
者
に
対
し
て
行
う
入
浴
、
排
せ

は
、
次
に
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
障
害
者
に
対
し
て
行
う
入
浴
、
排
せ

つ
及
び
食
事
等
の
介
護
、
生
活
等
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言
そ
の
他
の
必
要
な

つ
及
び
食
事
等
の
介
護
、
生
活
等
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言
そ
の
他
の
必
要
な

日
常
生
活
上
の
支
援
と
す
る
。

日
常
生
活
上
の
支
援
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
法
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

（
法
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
六
条
の
六

法
第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間

第
六
条
の
六

法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と

す
る
。

す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
法
第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
七

法
第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜

第
六
条
の
七

法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
便
宜
と

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
便
宜
と
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す
る
。

す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

（
法
第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
六
条
の
八

法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間

第
六
条
の
八

法
第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間

は
、
二
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
専
ら
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師

は
、
二
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
専
ら
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師

又
は
き
ゅ
う
師
の
資
格
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
条
に
規
定
す
る

又
は
き
ゅ
う
師
の
資
格
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
条
に
規
定
す
る

便
宜
を
供
与
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
年
又
は
五
年
と
す
る
。

便
宜
を
供
与
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
年
又
は
五
年
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
九

法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜

第
六
条
の
九

法
第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜

は
、
就
労
を
希
望
す
る
六
十
五
歳
未
満
の
障
害
者
で
あ
っ
て
、
通
常
の
事
業
所

は
、
就
労
を
希
望
す
る
六
十
五
歳
未
満
の
障
害
者
で
あ
っ
て
、
通
常
の
事
業
所

に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
見
込
ま
れ
る
も
の
に
つ
き
、
生
産
活
動
、
職
場

に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
見
込
ま
れ
る
も
の
に
つ
き
、
生
産
活
動
、
職
場

体
験
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
就
労
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力

体
験
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
就
労
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力

の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、
求
職
活
動
に
関
す
る
支
援
、
そ
の
適
性
に
応

の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、
求
職
活
動
に
関
す
る
支
援
、
そ
の
適
性
に
応

じ
た
職
場
の
開
拓
、
就
職
後
に
お
け
る
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
に
必
要
な
相
談

じ
た
職
場
の
開
拓
、
就
職
後
に
お
け
る
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
に
必
要
な
相
談

そ
の
他
の
必
要
な
支
援
と
す
る
。

そ
の
他
の
必
要
な
支
援
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
十

法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜

第
六
条
の
十

法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
便
宜
と
す
る
。

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
便
宜
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
法
第
五
条
第
十
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
十
七
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
十
一

法
第
五
条
第
十
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

第
六
条
の
十
一

法
第
五
条
第
十
七
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
便
宜
は
、
訪
問
等
の
方
法
に
よ
る
障
害
者
等
、
障
害
児
の
保
護
者
又
は
障

め
る
便
宜
は
、
訪
問
等
の
方
法
に
よ
る
障
害
者
等
、
障
害
児
の
保
護
者
又
は
障

害
者
等
の
介
護
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十
五
条
の
十
に
お
い
て
「

害
者
等
の
介
護
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十
五
条
の
十
に
お
い
て
「
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介
護
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
状
況
の
把
握
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言

介
護
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
状
況
の
把
握
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言

並
び
に
相
談
及
び
指
導
、
障
害
者
等
、
障
害
児
の
保
護
者
又
は
介
護
者
と
市
町

並
び
に
相
談
及
び
指
導
、
障
害
者
等
、
障
害
児
の
保
護
者
又
は
介
護
者
と
市
町

村
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
（
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す

村
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
（
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す

る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
医
療
機
関

る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
医
療
機
関

等
と
の
連
絡
調
整
、
地
域
に
お
け
る
障
害
福
祉
に
関
す
る
関
係
者
に
よ
る
連
携

等
と
の
連
絡
調
整
、
地
域
に
お
け
る
障
害
福
祉
に
関
す
る
関
係
者
に
よ
る
連
携

及
び
支
援
の
体
制
に
関
す
る
協
議
を
行
う
た
め
の
会
議
の
設
置
そ
の
他
の
障
害

及
び
支
援
の
体
制
に
関
す
る
協
議
を
行
う
た
め
の
会
議
の
設
置
そ
の
他
の
障
害

者
等
、
障
害
児
の
保
護
者
又
は
介
護
者
に
必
要
な
支
援
と
す
る
。

者
等
、
障
害
児
の
保
護
者
又
は
介
護
者
に
必
要
な
支
援
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

（
法
第
五
条
第
十
七
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
六
条
の
十
二

法
第
五
条
第
十
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

第
六
条
の
十
二

法
第
五
条
第
十
七
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項
は
、
同
号
の
依
頼
を
し
た
支
給
決
定
障
害
者
等
（
同
号
に
規
定
す
る

め
る
事
項
は
、
同
号
の
依
頼
を
し
た
支
給
決
定
障
害
者
等
（
同
号
に
規
定
す
る

支
給
決
定
を
障
害
者
等
を
い
う
。
）
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
に
対
す
る
意
向
、

支
給
決
定
を
障
害
者
等
を
い
う
。
）
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
に
対
す
る
意
向
、

当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
の
総
合
的
な
援
助
の
方
針
及
び
生
活
全
般
の
解
決
す

当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
の
総
合
的
な
援
助
の
方
針
及
び
生
活
全
般
の
解
決
す

べ
き
課
題
、
提
供
さ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、

べ
き
課
題
、
提
供
さ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、
内
容
、
量
、
日
時
、
利
用
料
及
び
こ
れ
を
担
当

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、
内
容
、
量
、
日
時
、
利
用
料
及
び
こ
れ
を
担
当

す
る
者
並
び
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
と
す
る
。

す
る
者
並
び
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
法
第
五
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
六
条
の
十
六

法
第
五
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

第
六
条
の
十
六

法
第
五
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
法
第
五
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
十
七

法
第
五
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

第
六
条
の
十
七

法
第
五
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

便
宜
は
、
創
作
的
活
動
又
は
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
、
社
会
と
の
交
流
の
促

便
宜
は
、
創
作
的
活
動
又
は
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
、
社
会
と
の
交
流
の
促

進
そ
の
他
障
害
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必

進
そ
の
他
障
害
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必

要
な
支
援
と
す
る
。

要
な
支
援
と
す
る
。
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（
法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

（
法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
十
五
条

法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
支

第
十
五
条

法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
支

給
決
定
を
行
っ
た
日
か
ら
当
該
日
が
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
の
期
間
と
次
の
各

給
決
定
を
行
っ
た
日
か
ら
当
該
日
が
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
の
期
間
と
次
の
各

号
に
掲
げ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
規
定

号
に
掲
げ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
規
定

す
る
期
間
を
合
算
し
て
得
た
期
間
と
す
る
。

す
る
期
間
を
合
算
し
て
得
た
期
間
と
す
る
。

一

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
、
行
動
援
護
、
児
童
デ
イ
サ
ー

一

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
行
動
援
護
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期

ビ
ス
、
短
期
入
所
、
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
、
自
立
訓
練
及
び
就
労
移
行

入
所
、
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
、
自
立
訓
練
及
び
就
労
移
行
支
援
（
第
三

支
援
（
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
月
間
か
ら
十
二
月
間
ま
で

号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
月
間
か
ら
十
二
月
間
ま
で
の
範
囲
内
で

の
範
囲
内
で
月
を
単
位
と
し
て
市
町
村
が
定
め
る
期
間

月
を
単
位
と
し
て
市
町
村
が
定
め
る
期
間

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
）

（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
）

第
三
十
四
条
の
二

法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者

第
三
十
四
条
の
二

法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
障
害
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と

は
、
二
十
歳
未
満
で
あ
る
者
及
び
二
十
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
令
第
十
七
条
第
一

す
る
。

項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

施
設
入
所
支
援
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
た
障
害
者

二
十
歳
未
満
で
あ

る
者
及
び
二
十
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
令
第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る

者
に
該
当
す
る
も
の

二

共
同
生
活
介
護
、
共
同
生
活
援
助
又
は
令
第
二
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
た
障
害
者

令
第

十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の

（
令
第
二
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
三
十
四
条
の
二
の
二

令
第
二
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

（
新
設
）

め
る
も
の
は
、
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
と
す
る
。
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（
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
の
支
給
の
申
請
等
）

（
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
の
支
給
の
申
請
等
）

第
三
十
四
条
の
三

特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定

第
三
十
四
条
の
三

特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定

障
害
者
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
障
害
者
を
い
う
。
以
下
同

障
害
者
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
障
害
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
市
町
村
に
提
出

じ
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
市
町
村
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

特
定
入
所
等
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
入
所

二

特
定
入
所
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
入
所
サ

等
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
又
は
指

ー
ビ
ス
を
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
名
称

定
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
名
称

三

（
略
）

三

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
は
、
当
該
書

な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
は
、
当
該
書

類
に
よ
り
証
明
す
べ
き
事
実
を
公
簿
等
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

類
に
よ
り
証
明
す
べ
き
事
実
を
公
簿
等
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

令
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
事
等
の
負
担
限
度
額

三

令
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
食
事
等
の
負
担
限
度
額
の
算
定

の
算
定
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
書
類
（
施
設
入
所
支
援
に
係
る
支

の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
書
類

給
決
定
を
受
け
た
特
定
障
害
者
に
限
る
。
）

四

入
居
し
て
い
る
共
同
生
活
住
居
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共

同
生
活
住
居
を
い
う
。
）
に
係
る
居
住
に
要
す
る
費
用
の
額
を
証
す
る
書
類

（
共
同
生
活
介
護
、
共
同
生
活
援
助
又
は
令
第
二
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
た
特
定
障
害
者
に

限
る
。
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
又
は
行
動
援
護
に
係
る
指
定
の
申

（
居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
又
は
行
動
援
護
に
係
る
指
定
の
申
請
等
）

請
等
）
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第
三
十
四
条
の
七

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
居
宅
介
護
、
重
度

第
三
十
四
条
の
七

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
居
宅
介
護
、
重
度

訪
問
介
護
、
同
行
援
護
又
は
行
動
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

訪
問
介
護
又
は
行
動
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
法
第
二

者
（
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を

十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
い
う
。
以
下

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

同
じ
。
）
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
又
は
書
類
を
、
当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
所
在

載
し
た
申
請
書
又
は
書
類
を
、
当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
四
号
に
掲
げ

四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
又
は
書
類
（
登
記
事
項
証
明
書
を
除

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
又
は
書
類
（
登
記
事
項
証
明
書
を
除
く
。
）
に
つ

く
。
）
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
当

い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
当
該
事
項
を
閲

該
事
項
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
十
二

（
略
）

一
～
十
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
名
称
等
の
変
更
の
届
出
等
）

（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
名
称
等
の
変
更
の
届
出
等
）

第
三
十
四
条
の
二
十
三

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
次
の
各
号
に
掲

第
三
十
四
条
の
二
十
三

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
行
う
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種

げ
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
行
う
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
当
該
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

類
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
当
該
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ

ス
事
業
者
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
十
四
条
の
七
第
一
項
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
十
四
条
の
七
第
一
項
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の

八
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
九
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
第
四
号
、
第
三
十

八
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
九
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
第
四
号
、
第
三
十

四
条
の
十
一
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
二
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
三
第

四
条
の
十
一
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
二
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
三
第

四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
四
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
五
第
四
号
、
第
三
十

四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
四
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
五
第
四
号
、
第
三
十

四
条
の
十
六
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
七
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
八
第

四
条
の
十
六
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
七
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
十
八
第

四
号
及
び
第
三
十
四
条
の
十
九
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
又

四
号
及
び
第
三
十
四
条
の
十
九
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
又

は
書
類
（
登
記
事
項
証
明
書
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、

は
書
類
（
登
記
事
項
証
明
書
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
当
該
事
項
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
当
該
事
項
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
又
は
行
動
援
護

第
三
十
四
条

一

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
又
は
行
動
援
護

第
三
十
四
条
の
七
第
一
項
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の
七
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
（
当
該
指
定
に
係
る
事
業
に
関
す

第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
（
当
該
指
定
に
係
る
事
業
に
関
す
る
も
の
に
限

る
も
の
に
限
る
。
）
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る

る
。
）
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項

事
項

二
～
十
三

（
略
）

二
～
十
三

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

附

則

附

則

（
法
第
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

（
法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

に
関
す
る
経
過
措
置
）

ス
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
一
条
の
三

法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で

第
一
条
の
三

法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で

の
間
は
、
第
六
条
の
三
中
「
及
び
就
労
継
続
支
援
」
と
あ
る
の
は
、
「
及
び
就

の
間
は
、
第
六
条
の
三
中
「
及
び
就
労
継
続
支
援
」
と
あ
る
の
は
、
「
及
び
就

労
継
続
支
援
並
び
に
旧
法
施
設
支
援
（
法
附
則
第
二
十
条
に
規
定
す
る
旧
法
施

労
継
続
支
援
並
び
に
旧
法
施
設
支
援
（
法
附
則
第
二
十
条
に
規
定
す
る
旧
法
施

設
支
援
を
い
い
、
通
所
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

設
支
援
を
い
い
、
通
所
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

第
一
条
の
六

平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
に
な
さ
れ
た
支
給
決
定
（
同
行
援
護
に

（
新
設
）

係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
第
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条

第
一
項
第
一
号
中
「
十
二
月
間
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
月
間
」
と
す
る
。
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○
介
護
給
付
費
等
の
請
求
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
の
請
求
）

（
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
の
請
求
）

第
四
条

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
又
は
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、

第
四
条

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
を
請
求
し
よ

特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が

う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を

定
め
る
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方

使
用
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
式
に
従
っ
て
入
出
力
装
置
か
ら
入
力
し

式
に
従
っ
て
入
出
力
装
置
か
ら
入
力
し
て
審
査
支
払
機
関
の
電
子
計
算
機
に
備

て
審
査
支
払
機
関
の
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
て
行
う

え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。
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○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
二
章

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
及
び
行
動
援
護

第
二
章

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
及
び
行
動
援
護

第
一
節
～
第
五
節

（
略
）

第
一
節
～
第
五
節

（
略
）

第
三
章
～
第
十
七
章

（
略
）

第
三
章
～
第
十
七
章

（
略
）

附
則

附
則

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

・
二

（
略
）

一

・
二

（
略
）

三

支
給
決
定
障
害
者
等

法
第
五
条
第
十
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
決

三

支
給
決
定
障
害
者
等

法
第
五
条
第
十
七
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
決

定
障
害
者
等
を
い
う
。

定
障
害
者
等
を
い
う
。

四
～
十
六

（
略
）

四
～
十
六

（
略
）

第
二
章

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
及
び
行
動
援
護

第
二
章

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
及
び
行
動
援
護

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

同
行
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
は
、
視
覚
障
害
に
よ
り

、
移
動
に
著
し
い
困
難
を
有
す
る
障
害
者
等
が
居
宅
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
障
害
者
等
の
身
体
そ
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の
他
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
、
外
出
時
に
お
い
て
、

当
該
障
害
者
等
に
同
行
し
、
移
動
に
必
要
な
情
報
の
提
供
、
移
動
の
援
護
、
排

せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
当
該
障
害
者
等
の
外
出
時
に
必
要
な
援
助

を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

３

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
七
条

前
二
条
の
規
定
は
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
及
び
行
動
援
護
に
係

第
七
条

前
二
条
の
規
定
は
、
重
度
訪
問
介
護
及
び
行
動
援
護
に
係
る
指
定
障
害

る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
設
備
及
び
備
品
等
）

（
設
備
及
び
備
品
等
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
は
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
及
び
行
動
援
護
に
係
る
指
定

２

前
項
の
規
定
は
、
重
度
訪
問
介
護
及
び
行
動
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
四
十
三
条

第
九
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
重
度
訪
問
介
護
に
係
る
指
定

第
四
十
三
条

第
九
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
重
度
訪
問
介
護
に
係

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い

て
、
第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項

て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
」
と
、
第
二
十
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ

に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
」
と
、
第
二
十
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項

る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二

」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と

十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一

、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
五
条
第
一
号
中
「

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
五
条
第
一

次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条

号
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

第
一
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
条
第
三
項
中
「
第
二

は
「
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
条
第
三
項
中

十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六

「
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
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条
」
と
、
第
三
十
一
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一

二
十
六
条
」
と
、
第
三
十
一
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
」
と
、
第
三
十
二
条
中
「
食
事
等
の
介
護

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
」
と
、
第
三
十
二
条
中
「
食
事
等

」
と
あ
る
の
は
「
食
事
等
の
介
護
、
外
出
時
に
お
け
る
移
動
中
の
介
護
」
と
読

の
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
食
事
等
の
介
護
、
外
出
時
に
お
け
る
移
動
中
の
介
護

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
九
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
及
び
第
三
十
三
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は

２

第
九
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
及
び
第
三
十
三
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
の

、
同
行
援
護
及
び
行
動
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い

規
定
は
、
行
動
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
」
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の

あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
」
と
、
第

は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
」
と
、
第
二
十
条

二
十
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お

第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準

い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
第

用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
第
二
項

第
二
項
」
と
、
第
二
十
五
条
第
一
号
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四

」
と
、
第
二
十
五
条
第
一
号
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条

十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第

中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
第

五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
第
二
項
」

二
項
」
と
、
第
三
十
条
第
三
項
中
「
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三

と
、
第
三
十
条
第
三
項
中
「
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
二

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
」
と
、
第
三
十
一
条
中
「
第
三
十

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
」
と
、
第
三
十
一
条
中
「
第
三
十
五
条
」

五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
」
と
読

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
に
関
す
る
基
準
）

（
運
営
に
関
す
る
基
準
）

第
四
十
八
条

（
略
）

第
四
十
八
条

（
略
）

２

第
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
並
び
に
前
節
（
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第

２

第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
前
節
（
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十

二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
二
条
及
び
第
四
十

二
条
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
二
条
及
び
第
四
十
三
条

三
条
を
除
く
。
）
並
び
に
第
四
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
重
度
訪
問

を
除
く
。
）
並
び
に
第
四
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
重
度
訪
問
介
護

介
護
、
同
行
援
護
及
び
行
動
援
護
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事

及
び
行
動
援
護
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
十

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の

一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条

は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
」
と
、
第
二
十
条
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」
と
、
第
二
十
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第

第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二

用
す
る
次
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」

十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
第
二
項

二
十
一
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
五
条
第
一
号
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の

」
と
、
第
二
十
五
条
第
一
号
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条

は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
六

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第

条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
三
項
」
と
、

五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
三
項
」
と
、
第
三
十
条
第
一
項

第
三
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に

中
「
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
」
と
、
第
三
十
一
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ

第
二
十
六
条
」
と
、
第
三
十
一
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十

る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
」
と
、
第
四

八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
」
と
、
第
四
十
七
条
第
一
項
第

十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八

二
号
中
「
第
四
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
三
項
」
と
、
第
四
十
七
条
第
二

て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
三
項
」
と
、
第
四
十
七
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一

項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
百
十
五
条

法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
施
設
（
入
所
に
よ
る
も
の
に
限
る

第
百
十
五
条

法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
施
設
（
入
所
に
よ
る
も
の
に
限
る

。
）
が
指
定
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指

。
）
が
指
定
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指

定
短
期
入
所
事
業
所
」
と
い
う
。
）
と
し
て
当
該
施
設
と
一
体
的
に
運
営
を
行

定
短
期
入
所
事
業
所
」
と
い
う
。
）
と
し
て
当
該
施
設
と
一
体
的
に
運
営
を
行

う
事
業
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
併
設
事
業
所
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す

う
事
業
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
併
設
事
業
所
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
及
び
併
設
事
業
所
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
総
数

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
及
び
併
設
事
業
所
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
総
数

は
、
当
該
施
設
の
入
所
者
の
数
及
び
併
設
事
業
所
の
利
用
者
の
数
の
合
計
数
を

は
、
当
該
施
設
の
入
所
者
の
数
及
び
併
設
事
業
所
の
利
用
者
の
数
の
合
計
数
を

当
該
施
設
の
入
所
者
の
数
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
と
し
て
必

当
該
施
設
の
入
所
者
の
数
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
と
し
て
必

要
と
さ
れ
る
数
以
上
と
す
る
。

要
と
さ
れ
る
数
以
上
と
す
る
。

２

法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
施
設
（
入
所
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ

２

法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
施
設
（
入
所
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ

っ
て
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
入
所
者
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
居
室
を
利
用
し

っ
て
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
入
所
者
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
居
室
を
利
用
し

て
指
定
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う
も
の
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
空
床
利
用

て
指
定
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う
も
の
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
空
床
利
用

型
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
当
該
施
設
の
入
所

型
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
当
該
施
設
の
入
所
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者
の
数
及
び
空
床
利
用
型
事
業
所
の
利
用
者
の
数
の
合
計
数
を
当
該
施
設
の
入

者
の
数
及
び
空
床
利
用
型
事
業
所
の
利
用
者
の
数
の
合
計
数
を
当
該
施
設
の
入

所
者
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
数
以
上

所
者
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
数
以
上

と
す
る
。

と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
設
備
及
び
備
品
等
）

（
設
備
及
び
備
品
等
）

第
百
十
七
条

指
定
短
期
入
所
事
業
所
は
、
併
設
事
業
所
又
は
法
第
五
条
第
九
項

第
百
十
七
条

指
定
短
期
入
所
事
業
所
は
、
併
設
事
業
所
又
は
法
第
五
条
第
八
項

に
規
定
す
る
施
設
の
居
室
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
入
所
者
に
利
用

に
規
定
す
る
施
設
の
居
室
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
入
所
者
に
利
用

さ
れ
て
い
な
い
居
室
を
用
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
れ
て
い
な
い
居
室
を
用
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

併
設
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
当
該
併
設
事
業
所
及
び
当
該
併
設
事
業
所
と
同

２

併
設
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
当
該
併
設
事
業
所
及
び
当
該
併
設
事
業
所
と
同

一
敷
地
内
に
あ
る
法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
施
設
（
以
下
こ
の
章
に
お
い

一
敷
地
内
に
あ
る
法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
施
設
（
以
下
こ
の
章
に
お
い

て
「
併
設
本
体
施
設
」
と
い
う
。
）
の
効
率
的
運
営
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、

て
「
併
設
本
体
施
設
」
と
い
う
。
）
の
効
率
的
運
営
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、

当
該
併
設
本
体
施
設
の
入
所
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
当
該
併
設
本

当
該
併
設
本
体
施
設
の
入
所
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
当
該
併
設
本

体
施
設
の
設
備
（
居
室
を
除
く
。
）
を
指
定
短
期
入
所
の
事
業
の
用
に
供
す
る

体
施
設
の
設
備
（
居
室
を
除
く
。
）
を
指
定
短
期
入
所
の
事
業
の
用
に
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る
基
準
）

（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る
基
準
）

第
百
三
十
二
条

（
略
）

第
百
三
十
二
条

（
略
）

２

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
者
は
、
従
業
者
に
、
そ
の
同
居
の
家
族

２

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
者
は
、
従
業
者
に
、
そ
の
同
居
の
家
族

で
あ
る
利
用
者
に
対
す
る
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
に
お
い
て
提
供
す
る

で
あ
る
利
用
者
に
対
す
る
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
に
お
い
て
提
供
す
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
及
び
行
動
援

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
及
び
行
動
援
護
に
限
る
。

護
に
限
る
。
）
の
提
供
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

）
の
提
供
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

第
百
三
十
七
条

共
同
生
活
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指

第
百
三
十
七
条

共
同
生
活
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指

定
共
同
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
共
同

定
共
同
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
共
同
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し
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該

し
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該

利
用
者
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て

利
用
者
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て

共
同
生
活
住
居
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
住
居
を
い
う

共
同
生
活
住
居
（
法
第
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居

。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
入
浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護
、
相
談
そ
の

を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
入
浴
、
排
せ
つ
及
び
食

他
の
日
常
生
活
上
の
支
援
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

事
等
の
介
護
、
相
談
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
支
援
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行

な
い
。

う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
）

（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
）

第
百
四
十
三
条

（
略
）

第
百
四
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指

３

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指

定
共
同
生
活
介
護
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
の

定
共
同
生
活
介
護
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

家
賃
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費

二

家
賃

が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
が
利
用
者
に
代
わ

り
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
は
、

当
該
利
用
者
に
係
る
家
賃
の
月
額
か
ら
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
二
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
利
用
者
に
支
給
が
あ
っ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
限

度
と
す
る
。
）

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

第
二
百
七
条

共
同
生
活
援
助
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指
定

第
二
百
七
条

共
同
生
活
援
助
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指
定
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共
同
生
活
援
助
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
共
同
し

共
同
生
活
援
助
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
共
同
し

て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
利

て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
利

用
者
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
共

用
者
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
共

同
生
活
住
居
に
お
い
て
相
談
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
援
助
を
適
切
か
つ
効
果

同
生
活
住
居
（
法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居

的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
相
談
そ
の
他
の
日
常
生

活
上
の
援
助
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
十
三
条

第
九
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
四
条
か
ら
第
十
七
条

第
二
百
十
三
条

第
九
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
四
条
か
ら
第
十
七
条

ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
六
条
か
ら
第
四
十

ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
六
条
か
ら
第
四
十

一
条
ま
で
、
第
五
十
三
条
の
二
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
条
、
第
六
十
六
条
、

一
条
ま
で
、
第
五
十
三
条
の
二
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
条
、
第
六
十
六
条
、

第
七
十
条
、
第
七
十
三
条
か
ら
第
七
十
五
条
ま
で
、
第
八
十
八
条
、
第
九
十
二

第
七
十
条
、
第
七
十
三
条
か
ら
第
七
十
五
条
ま
で
、
第
八
十
八
条
、
第
九
十
二

条
、
第
百
六
条
、
第
百
四
十
一
条
か
ら
第
百
四
十
六
条
ま
で
、
第
百
四
十
八
条

条
、
第
百
六
条
、
第
百
四
十
一
条
か
ら
第
百
四
十
六
条
ま
で
、
第
百
四
十
八
条

、
第
百
四
十
九
条
及
び
第
百
五
十
一
条
か
ら
第
百
五
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、

、
第
百
四
十
九
条
及
び
第
百
五
十
一
条
か
ら
第
百
五
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、

指
定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

指
定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準

九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
百
四
十
九
条
」
と
、
第
二
十
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る

用
す
る
第
百
四
十
九
条
」
と
、
第
二
十
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第

の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第

二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条

二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
三
条
第
二
項
」
と
、
第
五
十
九
条
中
「
療
養
介

に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
三
条
第
二
項
」
と
、
第
五
十
九
条
中
「
療
養
介

護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
生
活
援
助
計
画
」
と
、
第
七
十
五
条
第
二
項
第

護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
生
活
援
助
計
画
」
と
、
第
七
十
五
条
第
二
項
第

一
号
中
「
第
五
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る

一
号
中
「
第
五
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
五
十
八
条
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
生
活
援
助
計
画

第
五
十
八
条
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
生
活
援
助
計
画

」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百

」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百

十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中

十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中

「
第
六
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十

「
第
六
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十

八
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百

八
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
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十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
及
び
第

十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
及
び
第

六
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
」
と
、
第
九
十
三
条
中
「
前

六
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
」
と
、
第
九
十
三
条
中
「
前

条
の
協
力
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

条
の
協
力
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

百
五
十
三
条
第
一
項
の
協
力
医
療
機
関
及
び
同
条
第
二
項
の
協
力
歯
科
医
療
機

百
五
十
三
条
第
一
項
の
協
力
医
療
機
関
及
び
同
条
第
二
項
協
力
歯
科
医
療
機
関

関
」
と
、
第
百
四
十
三
条
第
三
項
第
二
号
中
「
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業

」
と
、
第
百
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
百
五
十
四

者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
」
と
、
第
百
四
十
五
条

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
」
と
、
第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
三
号
及

第
一
項
及
び
第
百
四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
百
五
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

び
第
百
四
十
八
条
第
一
項
中
「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
指
定

二
百
十
三
条
」
と
、
第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
百
四
十
八
条
第
一

自
立
訓
練(

生
活
訓
練)

事
業
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

項
中
「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
自
立
訓
練(

生
活
訓
練)

事
業
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

附

則

（
地
域
移
行
型
ホ
ー
ム
の
特
例
）

（
地
域
移
行
型
ホ
ー
ム
の
特
例
）

第
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
認

第
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
認

め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

の
前
日
ま
で
の
間
、
第
百
四
十
条
第
一
項
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る

の
前
日
ま
で
の
間
、
第
百
四
十
条
第
一
項
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
所
施
設
又
は
病
院
の
敷
地
内
に

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
所
施
設
又
は
病
院
の
敷
地
内
に

存
す
る
建
物
を
共
同
生
活
住
居
と
す
る
指
定
共
同
生
活
介
護
の
事
業
等
を
行
う

存
す
る
建
物
を
共
同
生
活
住
居
（
法
第
五
条
第
十
項
又
は
第
十
六
項
に
規
定
す

こ
と
が
で
き
る
。

る
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
す
る
指
定
共
同
生

活
介
護
の
事
業
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
個
人
単
位
で
居
宅
介
護
等
を
利
用
す

（
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
個
人
単
位
で
居
宅
介
護
等
を
利
用
す

る
場
合
の
特
例
）

る
場
合
の
特
例
）

第
十
八
条
の
二

第
百
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業

第
十
八
条
の
二

第
百
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
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所
の
利
用
者
の
う
ち
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
又
は
行
動
援
護
に
係
る
支

所
の
利
用
者
の
う
ち
、
重
度
訪
問
介
護
又
は
行
動
援
護
に
係
る
支
給
決
定
を
受

給
決
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害
程
度
区
分
に
係
る
市
町

け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害
程
度
区
分
に
係
る
市
町
村
審
査
会
に

村
審
査
会
に
よ
る
審
査
及
び
判
定
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
四
号
に

よ
る
審
査
及
び
判
定
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
区

規
定
す
る
区
分
四
、
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
区
分
五
又
は
同
条
第
六
号
に
規

分
四
、
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
区
分
五
又
は
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
区
分

定
す
る
区
分
六
に
該
当
す
る
も
の
が
、
共
同
生
活
住
居
内
に
お
い
て
、
当
該
指

六
に
該
当
す
る
も
の
が
、
法
第
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
を
営
む
べ

定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
従
業
者
以
外
の
者
に
よ
る
居
宅
介
護
又
は
重
度
訪

き
住
居
内
に
お
い
て
、
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
従
業
者
以
外
の
者

問
介
護
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

に
よ
る
居
宅
介
護
又
は
重
度
訪
問
介
護
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
に
つ
い
て
は

日
ま
で
の
間
、
当
該
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
当
該
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
適

用
し
な
い
。

２

第
百
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
利
用
者

２

第
百
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
利
用
者

の
う
ち
、
障
害
程
度
区
分
に
係
る
市
町
村
審
査
会
に
よ
る
審
査
及
び
判
定
の
基

の
う
ち
、
障
害
程
度
区
分
に
係
る
市
町
村
審
査
会
に
よ
る
審
査
及
び
判
定
の
基

準
等
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
区
分
四
、
同
条
第
五
号
に
規

準
等
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
区
分
四
、
同
条
第
五
号
に
規

定
す
る
区
分
五
又
は
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
区
分
六
に
該
当
す
る
も
の
が
、

定
す
る
区
分
五
又
は
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
区
分
六
に
該
当
す
る
も
の
が
、

共
同
生
活
住
居
内
に
お
い
て
、
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
従
業
者
以

法
第
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居
内
に
お
い
て
、
当

外
の
者
に
よ
る
居
宅
介
護
（
身
体
介
護
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に

該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
従
業
者
以
外
の
者
に
よ
る
居
宅
介
護
（
身
体

お
い
て
同
じ
。
）
の
利
用
を
希
望
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に

介
護
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
利
用
を
希
望

も
該
当
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

当
該
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
当
該
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
適
用

し
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）
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○
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二
十
五
条
の
十
七

高
額
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
施

第
二
十
五
条
の
十
七

高
額
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
施

設
給
付
決
定
保
護
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
都

設
給
付
決
定
保
護
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
都

道
府
県
（
た
だ
し
、
当
該
施
設
給
付
決
定
保
護
者
が
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

道
府
県
（
た
だ
し
、
当
該
施
設
給
付
決
定
保
護
者
が
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
く
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、

づ
く
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、

市
町
村
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

市
町
村
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

当
該
申
請
を
行
う
施
設
給
付
決
定
保
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
当
該

四

当
該
申
請
を
行
う
施
設
給
付
決
定
保
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
当
該

施
設
給
付
決
定
保
護
者
以
外
の
施
設
給
付
決
定
保
護
者
又
は
支
給
決
定
障
害

施
設
給
付
決
定
保
護
者
以
外
の
施
設
給
付
決
定
保
護
者
又
は
支
給
決
定
障
害

者
等
（
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
決

者
等
（
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
七
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
決

定
障
害
者
等
を
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
同
一
の
月
に
指
定
施
設
支
援
又
は
障

定
障
害
者
等
を
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
同
一
の
月
に
指
定
施
設
支
援
又
は
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
い
う

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
い
う

。
）
を
受
け
た
も
の
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
施
設
受
給
者
証
番
号
、
受
給

。
）
を
受
け
た
も
の
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
施
設
受
給
者
証
番
号
、
受
給

者
証
番
号
（
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令

者
証
番
号
（
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令

第
十
九
号)

第
十
四
条
第
三
号
に
規
定
す
る
受
給
者
証
番
号
を
い
う
。)
又
は

第
十
九
号)

第
十
四
条
第
三
号
に
規
定
す
る
受
給
者
証
番
号
を
い
う
。)

又
は

介
護
保
険
法
に
よ
る
被
保
険
者
証
の
番
号
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成

介
護
保
険
法
に
よ
る
被
保
険
者
証
の
番
号
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成

十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る

十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る

被
保
険
者
証
の
番
号
を
い
う
。
）

被
保
険
者
証
の
番
号
を
い
う
。
）

②

（
略
）

②

（
略
）
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○
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
判
定
書
の
交
付
）

（
判
定
書
の
交
付
）

第
一
条
の
三

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号

第
一
条
の
三

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号

。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に
規
定
す
る
判
定
書
（
自
立
支
援
医
療
（

。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に
規
定
す
る
判
定
書
（
自
立
支
援
医
療
（

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
自
立
支
援
医
療
を
い
う
。

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
自
立
支
援
医
療
を
い
う
。

）
の
う
ち
、
更
生
医
療
（
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第

）
の
う
ち
、
更
生
医
療
（
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第

十
号
）
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
更
生
医
療
を
い
う
。
第
三
条
第
三
号
に
お

十
号
）
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
更
生
医
療
を
い
う
。
第
三
条
第
三
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
及
び
補
装
具
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
様
式
は
、
別
表
第
一

い
て
同
じ
。
）
及
び
補
装
具
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
様
式
は
、
別
表
第
一

号
の
と
お
り
と
す
る
。

号
の
と
お
り
と
す
る
。
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○
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
令
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

（
令
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
）

ス
事
業
）

第
一
条

社
会
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
百
八
十
五
号
。
以
下
「

第
一
条

社
会
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
百
八
十
五
号
。
以
下
「

令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害

令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
七

二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
六

項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
、
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
、
同
条

項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
、
同
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
、
同
条

第
十
五
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
又
は
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
就

第
十
四
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
又
は
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
就

労
継
続
支
援
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
（
以
下
「
生
活
介
護
等
」

労
継
続
支
援
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
（
以
下
「
生
活
介
護
等
」

と
総
称
す
る
。
）
に
係
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
つ
て
、
障
害
者
自

と
総
称
す
る
。
）
に
係
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
つ
て
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
四
号
）
第
三
十
七
条
（
同
令

基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
四
号
）
第
三
十
七
条
（
同
令

第
五
十
五
条
、
第
七
十
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

第
五
十
五
条
、
第
七
十
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
及
び
第
五
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
八
十
九
条
第
二
項
の
離
島
そ
の

む
。
）
及
び
第
五
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
八
十
九
条
第
二
項
の
離
島
そ
の

他
の
地
域
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
将
来
的
に
も

他
の
地
域
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
将
来
的
に
も

利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
も
の
に

利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
も
の
に

お
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の

お
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の

附

則

附

則

１
～
５

（
略
）

１
～
５

（
略
）
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６

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン

６

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
又
は
小
規
模
作
業
所
（
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四

タ
ー
又
は
小
規
模
作
業
所
（
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四

号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
の
地
域
に
お
け
る
作
業
活
動
の
場
と

号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
の
地
域
に
お
け
る
作
業
活
動
の
場
と

し
て
同
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
費
用
の
助
成
を
受
け
て
い

し
て
同
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
費
用
の
助
成
を
受
け
て
い

る
施
設
を
い
う
。
）
が
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三

る
施
設
を
い
う
。
）
が
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し
た
場
合
に
お
け
る
第

十
一
日
ま
で
の
間
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し
た
場
合
に
お
け
る
第

一
条
第
二
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則

一
条
第
二
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則

第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
七
条
」
と
、
「
離
島

第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
七
条
」
と
、
「
離
島

そ
の
他
の
地
域
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
将
来
的
に

そ
の
他
の
地
域
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
将
来
的
に

も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
も
の
」

も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
も
の
」

と
あ
る
の
は
、
「
将
来
的
に
も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
都
道

と
あ
る
の
は
、
「
将
来
的
に
も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
都
道

府
県
知
事
が
認
め
る
地
域
」
と
す
る
。

府
県
知
事
が
認
め
る
地
域
」
と
す
る
。
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○
薬
剤
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
調
剤
の
場
所
）

（
調
剤
の
場
所
）

第
十
三
条

法
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
は
、
次

第
十
三
条

法
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

居
宅

一

（
略
）

居
宅

二

次
に
掲
げ
る
施
設
の
居
室

二

次
に
掲
げ
る
施
設
の
居
室

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第

ホ

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第

十
三
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
及
び
同
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す

十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
及
び
同
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す

る
福
祉
ホ
ー
ム

る
福
祉
ホ
ー
ム
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○
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
令
第
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
等
）

（
令
第
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
等
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お

２

令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

り
と
す
る
。

一

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
十

一

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
十

三
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
の
中
に
設
け
ら
れ
た
診
療
所

二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
の
中
に
設
け
ら
れ
た
診
療
所

二
～
七

（
略
）

二
～
七

（
略
）
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○
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
介
護
関
係
業
務
の
範
囲
を
定
め
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

（
介
護
関
係
業
務
の
範
囲
を
定
め
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

）

）

第
一
条

介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律

第
一
条

介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律

第
六
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で

第
六
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も

定
め
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

一
～
三
十
九

（
略
）

一
～
三
十
九

（
略
）

四
十

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援

四
十

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
及
び
機
能

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
及
び
機
能

訓
練

訓
練

四
十
一
～
五
十
二

（
略
）

四
十
一
～
五
十
二

（
略
）
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○
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
実
務
の
経
験
）

（
法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
実
務
の
経
験
）

第
百
十
三
条
の
二

法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
実

第
百
十
三
条
の
二

法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
実

務
の
経
験
は
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
期
間
が
通
算
し
て
五
年
以
上
で
あ

務
の
経
験
は
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
期
間
が
通
算
し
て
五
年
以
上
で
あ

る
こ
と
又
は
第
四
号
の
期
間
が
通
算
し
て
十
年
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

る
こ
と
又
は
第
四
号
の
期
間
が
通
算
し
て
十
年
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
が
、
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
害
が
あ
る
こ

二

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
が
、
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
害
が
あ
る
こ

と
又
は
環
境
上
の
理
由
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
の
日

と
又
は
環
境
上
の
理
由
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
の
日

常
生
活
の
自
立
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行

常
生
活
の
自
立
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行

う
業
務
（
次
号
に
お
い
て
「
相
談
援
助
の
業
務
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
こ
れ

う
業
務
（
次
号
に
お
い
て
「
相
談
援
助
の
業
務
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
業
務
に
従
事
し
た
期
間

に
準
ず
る
業
務
に
従
事
し
た
期
間

イ

老
人
福
祉
法
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
老
人
福
祉
施
設
（
次
号
に
お
い

イ

老
人
福
祉
法
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
老
人
福
祉
施
設
（
次
号
に
お
い

て
「
老
人
福
祉
施
設
」
と
い
う
。
）
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十

て
「
老
人
福
祉
施
設
」
と
い
う
。
）
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者

四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者

社
会
参
加
支
援
施
設
（
同
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
補
装
具
製
作
施
設

社
会
参
加
支
援
施
設
（
同
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
補
装
具
製
作
施
設

及
び
盲
導
犬
訓
練
施
設
を
除
く
。
）
及
び
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定

及
び
盲
導
犬
訓
練
施
設
を
除
く
。
）
及
び
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定

す
る
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関

す
る
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関

す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
社
会

す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
社
会

福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定

福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法

す
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
三
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
相
談

律
第
三
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
相
談

所
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施

所
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施

設
（
次
号
に
お
い
て
「
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
、
介
護
老
人
保

設
（
次
号
に
お
い
て
「
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
、
介
護
老
人
保
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健
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
施
設
の
従
業
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者

健
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
施
設
の
従
業
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者

ロ

老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

ロ

老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

業
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
（
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
、
同
条
第
十
一
項
に
規
定

ス
事
業
（
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
、
同
条
第
十
項
に
規
定
す

す
る
共
同
生
活
介
護
、
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
、
同
条
第

る
共
同
生
活
介
護
、
同
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
、
同
条
第
十

十
五
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
、
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
就
労

四
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
、
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
就
労
継

継
続
支
援
及
び
同
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
に
限
る
。
）

続
支
援
及
び
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
に
限
る
。
）
そ

そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
業
の
従
事
者

の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
業
の
従
事
者

三

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
社
会
福
祉
法
第
十
九
条
第
一
項
各
号

三

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
社
会
福
祉
法
第
十
九
条
第
一
項
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
又
は
相
談
援
助
の
業
務
に
関
す
る
基
礎
的
な

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
又
は
相
談
援
助
の
業
務
に
関
す
る
基
礎
的
な

研
修
を
修
了
す
る
等
に
よ
り
相
談
援
助
の
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識

研
修
を
修
了
す
る
等
に
よ
り
相
談
援
助
の
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識

及
び
技
術
を
修
得
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
次
号
に
お
い
て
「
社
会

及
び
技
術
を
修
得
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
次
号
に
お
い
て
「
社
会

福
祉
主
事
任
用
資
格
者
等
」
と
い
う
。
）
が
、
身
体
上
又
は
精
神
上
の
障
害

福
祉
主
事
任
用
資
格
者
等
」
と
い
う
。
）
が
、
身
体
上
又
は
精
神
上
の
障
害

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
に
つ
き
入
浴
、

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
に
つ
き
入
浴
、

排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
を
行
い
、
並
び
に
そ
の
者
及
び
そ
の
介
護
者
に
対

排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
を
行
い
、
並
び
に
そ
の
者
及
び
そ
の
介
護
者
に
対

し
て
介
護
に
関
す
る
指
導
を
行
う
業
務
（
次
号
に
お
い
て
「
介
護
等
の
業
務

し
て
介
護
に
関
す
る
指
導
を
行
う
業
務
（
次
号
に
お
い
て
「
介
護
等
の
業
務

」
と
い
う
。
）
に
従
事
し
た
期
間

」
と
い
う
。
）
に
従
事
し
た
期
間

イ

老
人
福
祉
施
設
（
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
七
に
規
定
す
る
老
人
福
祉

イ

老
人
福
祉
施
設
（
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
七
に
規
定
す
る
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
及
び
同
法
第
二
十
条
の
七
の
二
に
規
定
す
る
老
人
介
護
支
援
セ

セ
ン
タ
ー
及
び
同
法
第
二
十
条
の
七
の
二
に
規
定
す
る
老
人
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
を
除
く
。
）
、
障
害
者
支
援
施
設
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条

ン
タ
ー
を
除
く
。
）
、
障
害
者
支
援
施
設
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条

第
九
項
に
規
定
す
る
短
期
入
所
に
係
る
事
業
を
行
う
施
設
、
介
護
老
人
保

第
八
項
に
規
定
す
る
短
期
入
所
に
係
る
事
業
を
行
う
施
設
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、
病
院
又
は
診
療
所
の
病
室
で
あ
っ
て
医
療
法
第
七
条
第
二
項
第

健
施
設
、
病
院
又
は
診
療
所
の
病
室
で
あ
っ
て
医
療
法
第
七
条
第
二
項
第

四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
に
係
る
も
の
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
施
設

四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
に
係
る
も
の
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
施
設

の
従
業
者

の
従
業
者

ロ

老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
老
人
居
宅
介
護
等
事
業

ロ

老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
老
人
居
宅
介
護
等
事
業

、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
、
同
条
第

、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
、
同
条
第

三
項
に
規
定
す
る
重
度
訪
問
介
護
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
同
行
援
護

三
項
に
規
定
す
る
重
度
訪
問
介
護
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
動
援
護
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、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
行
動
援
護
を
行
う
事
業
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準

を
行
う
事
業
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
業
の
従
事
者
又
は
こ
れ
に
準
ず

ず
る
事
業
の
従
事
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者

る
者

四

（
略
）

四

（
略
）

（
施
行
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
等
）

（
施
行
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
等
）

第
百
七
十
条

施
行
法
第
十
一
条
第
一
項
の
指
定
障
害
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て

第
百
七
十
条

施
行
法
第
十
一
条
第
一
項
の
指
定
障
害
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て

い
る
者
又
は
障
害
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で

い
る
者
又
は
障
害
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給

定
め
る
も
の
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給

決
定
（
同
法
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

決
定
（
同
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
施
設
入

「
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
第
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
施
設
入

所
支
援
（
次
項
に
お
い
て
「
施
設
入
所
支
援
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
限

所
支
援
（
次
項
に
お
い
て
「
施
設
入
所
支
援
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
受
け
て
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
者
支
援
施

る
。
）
を
受
け
て
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
者
支
援
施

設
（
次
項
に
お
い
て
「
指
定
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い

設
（
次
項
に
お
い
て
「
指
定
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い

る
身
体
障
害
者
又
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障

る
身
体
障
害
者
又
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障

害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
生
活
介

害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
生
活
介

護
を
行
う
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
「
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）

護
を
行
う
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
「
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）

に
入
所
し
て
い
る
身
体
障
害
者
と
す
る
。

に
入
所
し
て
い
る
身
体
障
害
者
と
す
る
。

２

施
行
法
第
十
一
条
第
一
項
の
特
別
の
理
由
が
あ
る
者
で
厚
生
労
働
省
令
で
定

２

施
行
法
第
十
一
条
第
一
項
の
特
別
の
理
由
が
あ
る
者
で
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
に
入
所
し
、
又
は
入
院
し
て
い
る
者
と
す
る

め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
に
入
所
し
、
又
は
入
院
し
て
い
る
者
と
す
る

。

。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

九

障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

九

障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
で
あ
っ
て
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
第
二
条
の
三
に
規
定
す
る

業
者
で
あ
っ
て
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
第
二
条
の
三
に
規
定
す
る

施
設
（
同
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。

施
設
（
同
法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。

）

）
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○
厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び
そ
の
適
用
を
受
け
る
特
定
事
業
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
五
年
厚
生

労
働
省
令
第
百
三
十
二
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員

、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
特
例
）

、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
特
例
）

第
四
条

地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
設
定
す
る
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構

第
四
条

地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
設
定
す
る
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構

造
改
革
特
別
区
域
内
に
お
け
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
（
指

造
改
革
特
別
区
域
内
に
お
け
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
（
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（

平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
。
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
。
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能

ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
法
第
四
条
第
八
項
の
内
閣
総
理
大
臣

る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
法
第
四
条
第
八
項
の
内
閣
総
理
大
臣

の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、

の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、

当
該
認
定
に
係
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
が
当
該
地
域
に
お

当
該
認
定
に
係
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
が
当
該
地
域
に
お

い
て
自
立
訓
練
（
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

い
て
自
立
訓
練
（
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
児
童

第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り
自
立
訓
練
又
は
児
童
デ
イ

下
同
じ
。
）
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り
自
立
訓
練
又
は
児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
障
害
者
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
障
害
者
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
障
害
者
を
い
い
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
障
害
者
を
い
い
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
障
害
児
（
同
条
第
二
項

る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
障
害
児
（
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
障
害
児
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
指

に
規
定
す
る
障
害
児
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
指

定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
二

定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
二

条
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

条
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
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い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
通
い
サ
ー
ビ
ス
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
通
い
サ
ー
ビ
ス
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
自
立
訓
練
又
は
児
童

て
同
じ
。
）
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
自
立
訓
練
又
は
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
、
当
該
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
、
当
該
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定

介
護
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
基
準
該
当
自
立
訓
練
事
業
所
（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

て
同
じ
。
）
を
基
準
該
当
自
立
訓
練
事
業
所
（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
。
以
下
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
。
以
下
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
百
六
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
該
当
自
立
訓
練
（

ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
百
六
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
該
当
自
立
訓
練
（

機
能
訓
練
）
又
は
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
七
十
二
条
に
規
定
す
る

機
能
訓
練
）
又
は
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
七
十
二
条
に
規
定
す
る

基
準
該
当
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
事
業
所
を
い
う
。
）
又
は

基
準
該
当
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
事
業
所
を
い
う
。
）
又
は

基
準
該
当
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百

基
準
該
当
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
該
当
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
い
う
。
）

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
該
当
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
い
う
。
）

と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
九
章
第

と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
九
章
第

五
節
（
第
百
六
十
四
条
を
除
く
。
）
及
び
第
十
章
第
五
節
（
第
百
七
十
三
条
を

五
節
（
第
百
六
十
四
条
を
除
く
。
）
及
び
第
十
章
第
五
節
（
第
百
七
十
三
条
を

除
く
。
）
並
び
に
第
五
章
第
五
節
（
第
百
十
一
条
（
第
五
十
八
条
及
び
第
百
一

除
く
。
）
並
び
に
第
五
章
第
五
節
（
第
百
十
一
条
（
第
五
十
八
条
及
び
第
百
一

条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
部
分
に
限
る
。
）
を
除
く
。

条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
部
分
に
限
る
。
）
を
除
く
。

）
の
規
定
は
、
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
に
つ
い
て
は
適

）
の
規
定
は
、
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
に
つ
い
て
は
適

用
せ
ず
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

用
せ
ず
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
十
八
条
中
「
サ
ー
ビ
ス
管
理
責

準
用
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
十
八
条
中
「
サ
ー
ビ
ス
管
理
責

任
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
基
準
該
当
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
す
る
た

任
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
基
準
該
当
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
す
る
た

め
に
必
要
な
研
修
を
受
け
た
者
」
と
す
る
。

め
に
必
要
な
研
修
を
受
け
た
者
」
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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○
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
七
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
定
整
備
施
設
）

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
定
整
備
施
設
）

第
五
条

令
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

第
五
条

令
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
十

四

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
十

三
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設

二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設

五

（
略
）

五

（
略
）

五
の
二

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

五
の
二

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
（
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
、
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す

ス
事
業
（
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
、
同
条
第
十
三
項
に
規
定
す

る
自
立
訓
練
、
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
又
は
同
条
第
十

る
自
立
訓
練
、
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
又
は
同
条
第
十

六
項
に
規
定
す
る
就
労
継
続
支
援
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
施
設

五
項
に
規
定
す
る
就
労
継
続
支
援
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
施
設

六

（
略
）

六

（
略
）

七

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ

七

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
及
び
同
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム

ン
タ
ー
及
び
同
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム

八
～
十

（
略
）

八
～
十

（
略
）
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○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
二
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
）

（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
）

第
十
九
条

(

略
）

第
十
九
条

(

略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
施
設

３

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
施
設

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

施
設
入
所
支
援
を
行
う
場
合

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
費
用

三

施
設
入
所
支
援
を
行
う
場
合

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
費
用

イ

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
及
び
光
熱
水
費
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項

イ

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
及
び
光
熱
水
費
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合

の
規
定
に
よ
り
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合

は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）
第
二
十

は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）
第
二
十

一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
等
の
基
準
費
用
額
（
法
第
三

一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
食
費
等
の
費
用
基
準
額
（
法
第
三
十
四
条

十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

り
当
該
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
が
利
用
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
障
害
者

特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
が
利
用
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施

支
援
施
設
等
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
号
に
規
定
す
る
食
費
等
の
負
担

設
等
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
令
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す

限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
）

る
食
費
等
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
）

ロ
～
ホ

（
略
）

ロ
～
ホ

（
略
）

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）
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○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
相
談
支
援
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
三
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
一
章

総
則

第
一
章

総
則

（
定
義
）

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二

二

サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二

十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
十
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る

十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
十
七
項
第
二
号
に
規
定
す
る

サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
を
い
う
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
を
い
う
。

三
～
十
三

（
略
）

三
～
十
三

（
略
）



- 38 -

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
四
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
規
模
に
関
す
る
経
過
措
置
等
）

（
規
模
に
関
す
る
経
過
措
置
等
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

法
第
五
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
小
規
模

２

法
第
五
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
小
規
模

作
業
所
（
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
に
規

作
業
所
（
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
に
規

定
す
る
障
害
者
の
地
域
に
お
け
る
作
業
活
動
の
場
と
し
て
同
法
第
十
五
条
第
三

定
す
る
障
害
者
の
地
域
に
お
け
る
作
業
活
動
の
場
と
し
て
同
法
第
十
五
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
費
用
の
助
成
を
受
け
て
い
る
施
設
を
い
う
。
）
が
、

項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
費
用
の
助
成
を
受
け
て
い
る
施
設
を
い
う
。
）
が
、

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
障
害

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し
た
場
合
に
お
け
る
第
三
十
七
条
（
第
五
十
五
条

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し
た
場
合
に
お
け
る
第
三
十
七
条
（
第
五
十
五
条

、
第
七
十
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

、
第
七
十
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

五
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
八
十
九
条
第
二
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
離
島

五
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
八
十
九
条
第
二
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
離
島

そ
の
他
の
地
域
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
将
来
的
に

そ
の
他
の
地
域
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
将
来
的
に

も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
も
の
」

も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
も
の
」

と
あ
る
の
は
、
「
将
来
的
に
も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
都
道

と
あ
る
の
は
、
「
将
来
的
に
も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
都
道

府
県
知
事
が
認
め
る
地
域
」
と
す
る
。

府
県
知
事
が
認
め
る
地
域
」
と
す
る
。
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○
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
八
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
利
益
供
与
等
の
禁
止
）

（
利
益
供
与
等
の
禁
止
）

第
四
十
七
条

指
定
知
的
障
害
児
施
設
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
八

第
四
十
七
条

指
定
知
的
障
害
児
施
設
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
七

項
に
規
定
す
る
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
相
談
支
援
事
業
者
」
と
い

項
に
規
定
す
る
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
相
談
支
援
事
業
者
」
と
い

う
。
）
若
し
く
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者
等
又
は
そ
の
従
業
者
に
対
し

う
。
）
若
し
く
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者
等
又
は
そ
の
従
業
者
に
対
し

、
障
害
児
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
当
該
指
定
知
的
障
害
児
施
設
を
紹
介
す
る

、
障
害
児
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
当
該
指
定
知
的
障
害
児
施
設
を
紹
介
す
る

こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な

こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な

い
。

い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○
薬
剤
師
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
九
年
厚
生
省
令
第
五
十
二
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
経
過
措
置
）

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の

二
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の

間
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
薬
剤
師
法
施
行
規
則
第
十
三
条
第
二
号
ホ

間
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
薬
剤
師
法
施
行
規
則
第
十
三
条
第
二
号
ホ

中
「
及
び
同
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム
」
と
あ
る
の
は
、
「
、

中
「
及
び
同
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム
」
と
あ
る
の
は
、
「
、

同
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム
、
同
法
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項

同
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム
、
同
法
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ

れ
た
同
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
（
通
所
に
よ
る
支
援
の
み

れ
た
同
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
（
通
所
に
よ
る
支
援
の
み

を
行
う
施
設
を
除
く
。
）
、
同
法
附
則
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前

を
行
う
施
設
を
除
く
。
）
、
同
法
附
則
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前

の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
条
に
規
定
す
る
精

の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
条
に
規
定
す
る
精

神
障
害
者
復
帰
施
設
（
通
所
に
よ
る
支
援
の
み
を
行
う
施
設
を
除
く
。
）
及
び

神
障
害
者
復
帰
施
設
（
通
所
に
よ
る
支
援
の
み
を
行
う
施
設
を
除
く
。
）
及
び

同
法
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を

同
法
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設

（
通
所
に
よ
る
支
援
の
み
を
行
う
施
設
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

（
通
所
に
よ
る
支
援
の
み
を
行
う
施
設
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。
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○
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施
行
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
五

十
七
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
例
障
害
者
食
費
等
減
免
給
付
費
の
支
給
の
申
請
等
）

（
特
例
障
害
者
食
費
等
減
免
給
付
費
の
支
給
の
申
請
等
）

第
二
十
六
条

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
（
以
下
こ
の
条
か
ら

第
二
十
六
条

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
（
以
下
こ
の
条
か
ら

第
二
十
八
条
ま
で
に
お
い
て
「
特
例
障
害
者
食
費
等
減
免
給
付
費
」
と
い
う
。

第
二
十
八
条
ま
で
に
お
い
て
「
特
例
障
害
者
食
費
等
減
免
給
付
費
」
と
い
う
。

）
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
災
支
給
決
定
障
害
者
等
（
同
項
に
規
定
す
る

）
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
災
支
給
決
定
障
害
者
等
（
同
項
に
規
定
す
る

被
災
支
給
決
定
障
害
者
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
に
お

被
災
支
給
決
定
障
害
者
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
に
お

い
て
同
じ
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
市
町
村

い
て
同
じ
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
市
町
村

（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

施
設
入
所
支
援
（
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三

二

施
設
入
所
支
援
（
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
施
設
入
所
支
援
を
い
う
。
）
を
受
け
て

号
）
第
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
施
設
入
所
支
援
を
い
う
。
）
を
受
け
て

い
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
（
同
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設

い
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
（
同
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設

等
を
い
う
。
）
の
名
称

等
を
い
う
。
）
の
名
称

三

（
略
）

三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）


